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業務用エアコンディショナ関連規格のJISを制定・改正 

－業務用エアコンの関連規格が整備されました－ 

 

平成２７年３月２０日 

店舗や事務所等主に業務用建物において使用されるエアコンの冷暖房性能やエネルギー消費効率

等を規定する日本工業規格（JIS B8616）を改正しました。また、具体的な性能試験方法を規定する日本

工業規格（JIS B8615-2、JIS B8615-3）を制定、改正しました。 

 

１．制定・改正の目的・背景 

業務用エアコンの市場や最新の技術動向を踏まえ、これまで対象外であった冷暖房性能が高いエ

アコンのエネルギー消費効率の適切な算出を可能にするとともに、ISO 規格との整合化を図るため

に性能試験方法を新たに規定しました。 

（１）JIS B8616（パッケージエアコンディショナ）：改正 

（２）JIS B8615-2（エアコンディショナ-第２部：ダクト接続形エアコンディショナ及び空気対

空気ヒートポンプ-定格性能及び運転性能試験）：改正 

（３）JIS B8615-3（エアコンディショナ-第３部：マルチ形エアコンディショナ及び空気対空気

ヒートポンプ-定格性能及び運転性能試験）：制定 

 

２．制定・改正のポイント 

（１）JIS B8616の改正について 

エアコンの性能向上に伴う適用範囲の拡大（従来の28kWから

56kWへ）や、新たな騒音評価法の導入、使用実態に合わせたエ

ネルギー消費効率の算出方法の見直しなどを行いました。 

 

（２）JIS B8615-2の改正について 

対応する国際規格（ISO13253）の改正に伴い、インバーター 

エアコンの試験方法を新たに規定しました。 

 

（３）JIS B8615-3の制定について 

対応する国際規格（ISO15042）の制定に伴い、新たにマルチ形エアコン（室外機１台に対して、

複数の室内機が接続可能なエアコン）の試験方法を規定しました。 

 

 なお、JIS B8615-1（エアコンディショナ-第１部：直吹き形エアコンディショナ及び空気対空気

ヒートポンプ-定格性能及び運転性能試験）は2013年に改正されており、今回の制定・改正により、

業務用エアコンに関連する試験規格全てが、ISO規格と整合した形でJISとなりました。 
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